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ナリズムの関係につい 、ここではお隣の韓国を例にみてみよう。韓国のスポーツといえば、サッカーなどで日本に対して対抗心をむき出しにする様を想起する人は多いだろう。サッカ おける日韓の因縁は深く、最初の激突となった一九五四年三月のスイスワールドカップ極東予選での 韓戦二試合（日本）への 発前に、当時の李承晩大統領が「負けたら玄界灘に身を投げろ」といった話は有名である（結果は韓国の一勝一分けで本戦進出） 。　
しかし、スポーツ全体の歴史を












記録をたたき出した。結局、東京オリンピックへの参加は開会式前日に取りやめ が、スポーツの国際舞台での北朝鮮の活躍は続いた。一九六六年にイ グランドで開催されたサッカーワールドカップにおいて、北朝鮮はイタリアを破ってベスト８に進出した。オリンピックでの初の南 同時参加となった一九七二年のミュンヘンオリンピックでは、北朝鮮は射撃の初の金メダルを始め、銀メダル一個、銅メダル三個を獲得し 。それに対して、韓国は柔道の銀メダル一個に終わった。　
この「惨敗」を受けて、韓国も











盟主は日本であったが 東京ンピックのときのような勢いはみられなくなっていた。他方で、一九八二年にはいわゆる教科書問題が発生し、韓国で 歴史認識問題を背景にした新しい反日の気運が生まれていた。そこで 単なる反日ではなく、日本に追いつき、追い越そうという意味で「克日」という新たな言葉が生まれ が、スポーツはまさに「克日」の象徴となったのである。一九七〇年代ま







カーの三位決定戦、日本との対決を前に、韓国の洪明甫監督は選手たちに対して、 「死のうとすれば生きる、生きようとすれば死ぬ」といって感情を表に出したという。これは豊臣秀吉の朝鮮出兵 際に水軍を率 て日本と戦った英雄である李舜臣将軍が語った言葉である。その効果もあって（？） 、韓国は日本に勝利して銅メダルを獲得する。しかし、その直後に起こってしまったのが、あの「独島プラカード」事件である。試合の前日にあ た李明博大統領の竹島訪問による日韓関係の悪化の事件は拍車をかけてしまった。　
しかし、日韓のスポーツをナ
ショナリズムでのみ語ってしまうのも、あまりに一面的で る。洪明甫に請われて韓国オリンピック代表でフィジカルコーチを務めていた池田誠剛によ ば、試合直後の宿舎では、日韓の選手が互いの健闘を称えて大い 盛り上がるという場面もみられた。また、韓国ではプラカードを持った朴鍾佑を擁護する声が圧倒的だっ が、朴鍾佑自身 、後日、わざわざ池田清剛を訪ねて謝罪したと う。そもそも池田のように、多くのサッカー人が日韓の国境を越えて仕事
をすることが今や当たり前になっている。ヨーロッパで活躍している日本人選手のブログをみても、最も仲のよいチームメートとして韓国人選手がしばしば登場する。日韓のスポーツをみる場合、こうした深まる 的交流を含めて多面的に捉える必要があるだろう。　
本特集では、このような新興
国・途上国とスポーツの関わり 、アジア経済研究所の各国担当者、および各国スポーツに詳しい外部専門家が紹介している。各国 事情を反映して、とりあげるツも、 トピックも様々であ 。 冒頭で述べたように、スポーツは何よりも娯楽である。本特集も気軽に楽しん いただければ幸いである。（あべ
　
まこと／アジア経済研究
所
　
新領域研究センター）
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